


代表的な筋糖原病である V型(筋ホスホリラーゼ欠損)は我国においては少なくとも 6家系

を数え,Ⅶ型(ホスホフルクトキナーゼ欠損)は我国における最近の第 2 家系目を含めて 13

家系 18 症例が報告されている。両疾患は糖原分解から解糖にかけての代謝系の酵素欠損症

であり,ともに類似した筋症状を呈する。そこで両型の鑑別点を明らかにするため,私共の

経験した V型とⅦ型を対比して病態分析を行った。 


